



















多摩の野草 




シモバシラ 


シソ科 

シモ八シラ 

撮影：宮城六郎 

矢部千重子⑹ 


寒波が来て気温が氷点下に下がると、 
枯れた茎に沿って根元から上に向かって 
氷の結晶が仲びていく。5〜 60 cm 上がる 
立派な結晶ができる。□が昇り気温が上 
がると氷の結晶は溶けてしまう。そして 
次の寒さが来ると再び結晶する0これを 
繰り返しているうちに、茎は痛み折れ、 
高さはだんだん低くなっていく。年を越 
し厳冬になると、ちょうど白いリボンを 
伸ばしたような形で、氷の結晶が成長す 
る。とくに寒波が続くと、 n 中も溶けず 
に成長を続けるので長いリボン状になる 〇 
年によっても、気温によっても一本一本 
氷の結晶のつき方が違うのが、面白い。 



宮城六郎と自然写真の会 






中 Wil_ さん(榮崎町) 

12年报りの仝 W 優#を成し遂げた 
少年相祺の大立川市相携連盟公長。 


并1：康子さん(若衆町> 

卵の奴を芸術に袢華させる 
エツグア”ナイスト。 
その技術は米国でも计依 t . 




外 W 祥雄さん《栄町) 

此界屮のプレイヤーの頂点、 
『ュ _7 オニアム•オブ • ザ•イヤー】 
に鏵 <〇 


谷 III 水#さん黹士羝町） 

2 ：川市民详句会を串いて 40 年。 
办比文化の邪-想に燃える 
r 孽の人 j 籾神.. 


I 屮内なさん（右笨町> 

その作風から绻うのは惟かしき丨锥木林」の杏り 
足虫細密®の第一人我. 





新# M 例 r ベスト立川人•城」は[»|を稂ねて131:1:12となりました。 
これまでに「ベスト立川人」は230名をこえましたが、 

この一年も、私たちは多くの個性と出会ぅことができました。 

汲めども^きない大海の街、立川。 

そこに生かされる宵びを、今年も皆さまと共に味わいたいと#じます。 

'98 の籍開けを r ベスト立川人•展」でご一緒いたしましょぅ。 


渡辺:&炎さん（砂川町> 
被しさを®えて伝わる 
r 別る#び」 
全国》眯コンクール 

雕俺秀抱導拧貨 u 





«期忠痒さん（采町） 

件#は若種のためだけにあらず* 
rut 宑べチランズ鼸上大会 j 
期メダル 3 つの快举。 


W 和®—校 • «««究頜栄町〉 

r マイレッジマラソン j で遂に念®のトップに立った r 名き研究古. I たち。 



期田 BMB さん(窗士羝町〉 

拓进求 P 宵械 r 梅は a 然より肇む』を 
_愈先辇後」の具現を r 抱す。 








こんな個性と出会ぅ 



♦吉例 r ベスト立川人•展 g 』 開催 ♦ 
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平成10年1月10日 i 21 日午前10時〜午後7時 
IIJlIRt: ルル /: r ス 6F r ルミスギ T:5 リ J 


死<てひあんレポ— 


































































































































新しいさくら銀行の通帳 & カード 




^ • 



抑 S 


3^さくら銀行 

咖支 m 


アムス橡式食社 



^ま初ダ グ$ンチイール 

明南口識訪通り0522 


| カフ I ベる•こむ 一 ね 

绽蜞町 2-2-7 529-7800 


寿司 

由 


522-3733 

関田 

酒店 

| 钱絵町2-2-17 

524-2960 

| ビスト□すぎ浦 

柴鵷町2-2-23 

525-9929 

亏•バ 

ンバ 

柴戚珥2-3~3 

524-5800 

\0 ヮ 

卜 □ 

柴瞄町 2-3*3 

528,2983 

マ イシティハウス訓匪店 

柴期町2^6 

526-0148 

キヤノン 01 ショップ 

柴«町 2-3*6 

528-1501 


ミ:!ニテハスト？ はなむら 

| 货埼町 2-39 522-2491 

ブティックし）ツチ 

奘皤町2,310 5282054 

ユウ都市企画 

| 柴嵘町 23- 13 52 S -2566 

コマツホーム 

| 柒觭町 2-4-6 525-5811 

縣キャ IJ — 


柴觭町 24-7 
かみゆい処 
柒晚町 2*4-8 


528-2630 

わ 

522-8202 


芹沢ガラス店 

柴埼91248 522 3065 

小 室 園 

柴螃町 2-48 522-2894 

カフ I レスト ラン ほまれ屋 

柴鴆町 2-4.1 5 526-2232 

ファ 9 シ 3 ン M ウス ほまれ屋 

柴編》12*4-15 525-2788 

才 - CHI / S きたて咖店 

後峰町2-4-15 527-9473 

ぼだい樹 

第(№24,18 _ 528 0556 

北京大飯店 

柒蚝町 2-4.19 522-6393 

なな や 

榮昀町 2-4-22 525-6980 

田中星美堂薬局 

柴喵町 2-5-3 522,3913 

菊 川 醒 

柴晩町 2.5 七 526-2035 

cafe コ□ラド 

柴觭町 2.S-8 526-2285 

マエダ文具 

柴姊町2务2 525-6584 

スタジオ269 

柴崎町2,8 527-0269 

手造りのぉ料くりや 
柴觭町 2-A3 523-2590 



びあ 


人がゐて、街があります， 

あなたがゐて，立 ill があります。 
そこにちょっとだけ、えくてびあん| 
リストのお店にはいつでも、えくてびあん！ 



立川高等技芸学院 

奘咱町 2*9-4 5223424 

食事処 GOSAN 

柴阁町2冬27 5262200 

中肇料理みよし 

柴晚 2 J 2-10 525-3873 

石原薬局 

柴陷町 2-10-3 523-4067 

輪 輪 館 

柴晡町2-12-17 522-8100 

ビジネスホテルクボタ 
技泊町 2-12-23 522-1122 

いなげや初晒口店 

柴陷町 2-12-24 526-2947 

白洋舎 ffl _ チ I ーン18 

柴雉町 2-17.5 525*0036 

ブックスしんあい 

奘崎町 3.1 _1 527.6701 

□ツテリア咖南 Q 店 

柴鴂町 3-1-3 522-3928 

コンファノン•クボ讪 ffi 

柴•域町 3-4-2 527-7413 

撕烹紀ノ川 

柴蚣阳 3-4-3 525-5825 

かつ 亀 

柴贿町3，シ2 525-7647 

ヨシダ貴金属店 

| 柒 I 校町3ろ*4 522-2448 


| 京樽 

柴崎町3 5*2 

立川爾□店 

521.4640 

イスバニスタ 

柴螨町3各3 

522-2969 

| 東京相和銀行 

MMHJ 3-6-17 

522-2171 

兮ンヵ 

メラ 

柴焰町 3-7 22 

522-3336 

笠井 

紙店 

粲峭町 3-8-7 

522-8601 

東京都民銀行 

镟晚町 3-9-21 

522-7101 

あさひ銀行拙1支店 

柴觭町 3-10-1 

522-4161 


松山堂薬局 

钻昀町 3-13-25 522-2550 

こむろ酒店 

铤崎町3143 5222613 

矢沢歯科 

柴螨町3-162 525-6600 

I 大晋商寧 


睬町 1-23-9 


525-3110 


也 庵 

，町 1-28-5 5240512 

レミネ立 II 瞄げ贿 

日署町 2.1-1 527.1411(代} 

□ッテリアルミネ立川8 
播町2小1 524-7433 


四字熟通（七） 
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通巻162号 


月刊えくてびあん一立川と語ろう•立川に生きよう 
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ステーキやバンバーヴ1どの; i 食， : う油狀てい fr A ； 
< n 今でこそボビ-ラー忙な-，た和風味のメニュー方が.三 
+玆年前.このアイテ方を全国で初めて过みたのが「蔥运 
I っなや）.のごま人铱律正夫さ 
昭和：395 当時四洵の私平，淼毕！つたのや ） f 梅约 
传麥半ご：》た佐驻さん U . 5庚理入たちが独自のメー a — を研 
突す香「斧日本料理研究会」に所屬央 K オリンビ .. ジの閑 
键にあわ一.和洋祈衷ぴチーマとな•た研究会て达味さん 
は I .ぶケ戒味のステキ|分発表し两译#の IT 判“•なったっ 
注食自体か抄しかた当! a この料理は瞬く蘭;.•腐_の在板 
メニーとなり-それをざっかけに迖菔さんは闽店でたた一 


人の诮蓽分け音許され した, 

铖の系本とな . T いるの W . しょう油をベースにした「和 
用.ノース丄このソース ！ r 使った•，安食メニュー#約二十梅あ 
ろか 4 に好評なのが丨チスとウト•の惲推けぢ S 左奥./ 
1 人象| ウドと靡!^* 

飽きの二4•い料風の味 T 人负か荔し 4マ-:の時朗忌の羽 
としてもれ脒めなの U r ウドの师倌田索写财右/1000 
円しに[甘规の阁0焼き（写长手前/ M し信田 
B .. U 残あけ;.をかけた自信の沲品. 

和洙祈丙の開拓令 win さんの热近のテーマね.わが 
街特産のウパ苷上字に他うこと二れから•も嗛しみ/:, 


「絶5?なき疎隖 -I j などとつぶやきながら。 

そういえば、あの4<舟の妈雛と女雛は、ぴったり寄り添い、「疎 
阑って？ J とか、くびをかしげているようだった。 

お ti さま、海へ出られたかな、と ill ったり、川边ではしゃぎ 
まわる艇村山の少年たちを兑ていたら、四十牢前の0体みの、 
実に、戈に愉快だった 一口が藓ってきた。 

昭和三十二年。多摩川の水»はもっと多く、もっと澄んでいた。 

立川二小三年五組の悪蛮たち I 行明、鈴木、森岛、天汛、 
加皤、浅 fi 、福岛、星野、汴上、それと私の十人は、スッボン 
ボンになって多徐川に飛び込み、水かけっこや水中ブロレス。 

ヒト科のォスとして生を •?- け、地球のという2：の美しい 
川で、仲の良い速中と、こうして遊びまくつている ， H 分のシア 
ヮセ——。傾しさの あまり 泣きだしたい ような この快感は、來 
年の' a * 休みにも味わえるのだ、と九歲三か H の私は考えた。 

しかし、ふたたび、その e の、その In 以上の快楽はやって 
こなかった"私の K 十年近い人生で、铤も幸福だった日だ。こ 
れから何年少きても、あれにまさる Itt s - はないだろう。 

尚校生の®、「この多摩川の) Ki っばには色んな抻類のクモがい 
るらしいね。ある It のクモのォスはメスに餌を f i * えて、メスが 
食べてるうちに交尾をすませちゃうんだつてさ」 

と言い、くすくす笑〇ていた有明は、二十四进になる iff 前、 
発 M 湖で溺死" 

「猓、鲋勝のスシでもおごるから馬力つけて名作を Itt におくれ 

よ」 

たまに町なかで会うと前よくごちそうしてくれた鈴木は •二 
十半ばで病死。 

中学時代、私に*追館*迫を教えてくれた森 tt は、やはり W 
十前に货故死 

映 N の！： ffl シーンのようにく〇きりとしたものではなか〇た 
が、少牢たちの姿の向こうに、四 f 年前の•ォレタチ•が ft えた。 

神バ市長[1]«の木卞和美さんは、無举なら今二十一谋のはず 
だ”-彼*からの^紙に気づいてすぐ出した蕖卉は〈宛先不明> で 
R ってきた。•〇四畨で探してもらうと「お W けがありません」 

卜年前、てふ台になっている立川という街を、いつか歩いてみ 
たい*と??いてよこした人の rj を歩きに行こうと思う 

攸攻|;:#式ゐ^ろ巧か"?1资6;;:も金-0<みたい。 



東風 


今年で r ベスト立川人 • KJ が 
卜三回を迎える。もう ト ニ年にな 
るのか ♦ 第•回の、なんとも云え 
ない《*状琏を怏かしく思い出 
す。！^と期待が混じりあってい 
た。タィトルに f ベスト立川人 • 
WJ なんてしゃれた 名前を つけた 
のはいいが、なにがベストなのか 
i 問われれば捋えょうがなかった 
であろう•それに、こういうタィ 
トルの T に該冯する立川人がいる 
であろうか ♦しかし、 さいわいに 
も® llnl は二十数名が染まってく 
れた。しかも、会場に来てくださ 
った方々からは「立川にもこんな 
人がいたのか」という卢が冉く、 

一 ,1■ * -一/画 

私たちを®ばせてくれた。特に、 
立 Ml に k く住んでいて、街のこと 
なら何でも 知っ ていると o « して 
おられる方は、 货 きもひとしおで 
あったらしい。新参 ff と 占 参との、 
祝 点の違いであろう， ♦回を Jt ね 
るごとに心配になってきたのは、 
段々， 候補荇 がいなくなってしま 
うのではないかということであっ 
た。しかし、それは「釣 袖 発想」 
というもので、見^ ris いであった e 
どんどん釣ってしまえば 約«| には 
叙が1 K もいなくなってしまう" 
が、汔川はいわば天然の!||、ある 
いは 侮と呼んでもいい t 氓を もっ 
ていた。 汲め ども^きない人の 呢 
を呑み込んでいるのであった。八/ 
v も出 G 1 の* Ml 人が e 場するこ 
ういう人たちとシティ— ♦ラ s -フ 
を送ることが 川 ifc - る、そういう fe 

に暮らしていることを、ともに@ 

びたいと 思う ♦ えくてぴあんく 

つきりと打つ，；^ g 点 

<««.: 4釤「っどい J 中 «#• 

(9 I 21 BII 多 « n : 術幕 «•«»$« 作 aEB 

aE :^ rett 男小林摩史 us rt ^cmijll 

山田》子大久保;«茗 

(5處：||坂洋平伊沢巧中：：：蕾五稟聿平 



森忠明 


昨秋、{©上 U 町から錦 IHf へ引〇越すとき、戸棚を整«してい 
ると、占いフアンレターの束が出てきた。ちょつと懷かしくな 
って紐を解き、差出人の名前を a てゆくと、 《神 戸市提田区*尻 
池町一丁 B 木下和*〉というのがあった。鉛笨并きである“ 
たしかその5 si 域は阪神大资災でいちばんひどい被^を受けて、 
死者も多かったはずだ。消印は87:6.11。 

<とつぜんお手紙を出してびっくりしましたか。私は、長田区 
の忐里池小学校の五年生で木下和^というものです。先生が游 
かれた「きみはサヨナラ族か」を挽ませてもらいました◊親友 
の？ fi 波|{|贵7*ちやん(す一さん)に「これおもしろい。ぜった 
い説んでみ」と言われて説みました。とても、おもしろかった 
です。なぜ、そんな、おもしろい本が含けるのですか。これか 
らも、説み始めたらとまらないような本を??いてほしい、とい 
うのが私のお抓いです。そして、物 sg のぶ台になっている立川 
という街を、いつか歩いてみたいというのが強いのぞみです。 
新しい本のため急がしいと思いますが、ひまの時、お手紙くだ 
さい。さようなら V? 

•ぶ台になっている立川，を»初に步いた説衣は、鹿记岛県大 
PIII / の太押嫌&いう窃一 V め興ずず、 f は V - 乎ね、八決^ろ戈. 
私の母校、•一小の校庭を眺めていた彼が、 

「なんでこんなに土が赤いんですか、立川って」 

あきれたような、憮然とした!®じで言ったのが可笑しく思い 
だされる。 

is 新の U 学者？は艮野 rff からやってきた二十五迸の fiip 患美 
さん。九卜 t 年十月十口の夕方、その北信^の跋人は* P のモ 
ノレ—ルエ箏などを見つめ、 

「ノスタルジーが is う不思議な町ですね」 

と、ひじょうに好意的な sffrn を残した 
アポなしで、突如现れる統者もいる。 

ことしの五月には柬村山の小学五^男チ四名が押しかけてき 
た。 W 舐の副説本だかに较っている拙 
作を、担任の先生が朗説する前、「こ 
の作莕は立川市で未だ生きています」 

と言〇たので、「近くだし、一度会っ 
ておこう」と衆議一決したのだという。 

応接問でトランプ遊びをしている® 

中、杉原くんという S -* が' H 分のヵード 

を見たまま、 

「淼さんの本て"どこの本屋にもな 

ぃね」 

と宮うと、中 fj * くんというチが少し 

あわてて私の顔色をうかがい、取り锘 

った。「でも、教扦咨に敕ってんだか 

ら大したもんなのっ」 

すると^野くんという T - がクールな 

口满で発言。 

「うちのお父さんが言つてたけど、作家も教科*に戳るように 

なつちやおしまいなんだつてさ」 

「火正解！」と叫び、大笑いする作家を、四少年は怪訝そうに 

見つめた。 



「使の奥さんの妹の御^ i : は、 TOTOO ていう会社の*役を 
やつてんだけど、その人はぼくと会うたびに r あなたの^はど 
この-? fte にも無い j つて a うのよ。そこの会社で造つてる便器 
みたいに人気があればいいんだけどね、ぼくの本も」 

ゥヶルだろうと思つていたのに" W 人はシンとなつてしまつ 
た。 

ヶ ー キも ft ベ終え、トランプにも飽きたようなので、 

「多摩川か e -* 試験場にでも行くかぁ」 

と提案、全貝の铃成を得た。 

「ぼくはね、きみらくらいの®から多^川と fl * 試験場が ftlll 
でいちばん好きなんだ」 

出かける用 E をしながら大声でうと、物静かな永件くんか 
ら「なんで」という W 問" 

「ぼくみたいな•作しい人を見たら！一〇番，的人問がブラブ 
ラしててもさ、多摩川の水と R * 試験場の人は何も. H わずにほ 
つといてくれるからね。今はどこへ ff つてもアレスルナとかコ 
レスルナとか注 . &されるじやない」 

〈ソフト•ファシズム〉 —— そんな ri 策が??かんだけれど口に 
はださなかつた。 

みんなで衣 i 5 安 all かかつ士、移|;±一-ク P 试がか⑺交:-め瞬 W 
決しておこうと考えた。 

「ちよつと待つてて。これから行く農業試験場は、ぼくの T - ど 
もんときは3唭試験 ift つて呼んでたんだ。いつから S 衮になつ 
たのか屯^して訊いてみる」 

感じの良い 9 } 性がでて、 

「ちよつと調べてきましよう J 

サンダル？をぺタパタならして去る®待つこと約：分。 

「昭和て卜 pq 年 九〇バ日からです」 

先に多1¢川へ行つた。 

土手に 4 fi んで立つた少年たちは、ちよつとしたパノラマに K 
食。 H 野の 風 设や遥かなスヵイライン 
を眩しげに眺め、アパッチの攻擊八 LJ E 
みたいな奇声とともに河拟へ®けおり 
た。 

娘が牛‘まれてからヒ年。おととしとこ 

としの一一一月--: m 、 多摩川の岸にきて »: 

流しをした。菇を丸く編んで作つた你 

の上に、紙教の雛人形が采っている。 

広 ft の義兄が送〇てくれたものだ。お 

とと L は妻子といつしよに中央線 a 橋 

の下で流した。ことしも三人で行く約 

5 t だつたが、「パパ行つてきて。わたし 

色々いそがしくて」とのこと。^はと 

らば一ゆの忭でやはり多忙 V しかたな 

く©-で土手まで走り、一人で流してきた。 

1 •十 年使つているトヨタのボンコツ琪は"アンテイーク性ゆ 

えか、やたらに人がのぞいていく。連 転 席の私なんか全く無 祝、 

四つんばいになつて T まわりまで ft ていくやつもいる。彼らの、 

私と：：：： を合わせないようにするやり方に、速いけれど理想的な 

暧を党え、中古#以 ' K の 価 W になつている私を少時楽しんだ。 


自家撞着 

つきあたること•ぶつか^><11 
うこと•お互いに矛®す6こ 
とをいつて：一る* 

钇たちの D 侑は、実に矛铕 
に滿ちていて、つじつまが合 
わないことの 連 統と云つてよ 
いであろう。 

その h 「 JT -. t のなかから， 
どう U か折041いをつけて次 
のスチッブへ路み出し•やれ 
やれと®っていると，.冉び自 
家推§が侍っている。 

墓 

阶 50 527- 

§ 
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この絵は昭和 20 年代の立川北 U の風 
贵である。絵の手前左側、絵には見え 
ないが多摩信(多摩中央侣用金庫)があ 
る。右の BAR の看板のある建物が現 
在の「名鉄観光」である。 

二•三口前に雪が降り、 Jfi 路工事中 
で道はぬかるんでいる。現在の M 川北 
側から ファー レー带あたりまで当時は 
米軍%地になつており、街には米兵が 
あふれ、米兵相手の バー が乱立してい 
た。この様な雰囲気を知つている人は、 
今は もぅ 少なくなつた。 

(彫刻家•阐家) 


私の 立⑴原風景第六回上井§ 


(岛忪町) 













